






要約:小児期慢性肝疾患の実態は明らかではなく,医療経済面での恩恵を受けることも少な

いままに現在に至っている。小児の主要な慢性肝疾患の有病率を算出する前段階として,

定点観察による発生頻度について検討し,地域差,病院差について検討,実際の調査方法立

案の参考とした。


